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目　的着衣運動時の温熱的快／不快感と生理的測定値や温冷感.湿潤感との関係を明確

にするため，重回帰分析を用いてパスモデルを検証する。

方法用いたデータは一昨年第45回大会で発表した実験のものである（日本家政学会第
45回大会研究発表要旨集. 2Fp-5,p215.1993 ）。すなわち女子12名を被験者とし，環境温

度20°Cとace.相対湿度60％の人工気候室において15分の安静の後. 20分間の自転車エル

ゴメータ作業を課し，さらに25分安静とした。着衣量は約0.5cloである。この間，直腸温，

５箇所の皮膚温，衣服内外の温湿度，温冷感.湿潤感.快／不快感を測定した。本報では

これらのデータにクラスタ分析，因子分析を行って生理的測定値から説明変量を選定し，

温冷感，湿潤感快／不快感を目的変量とするパスモデルをつくり，重回帰分析によって

モデルの適否を検討した。

結果　クラスタ分析，因子分析によって説明変量に相応しい測定値として20°Cの場合は

亙殤瓦平均皮膚温，衣涵1内温度，MR表面温度，Mi内湿度の５項目を. 30°Cの場合は

これらに衣服表面における湿度を加えた６項目を選定した。次いで温冷感,湿潤感，快／

不快感をそれぞれ目的変量とする２階層パスモデルをつくり，パス係数と重相関係数を計

算したところ，快／不快感の重相関係数は20℃の場合は0. 554,30°Ｃの場合は0.640であっ
た。そこで温冷感と湿潤感を仲介として快／不快感を目的変量とする３階層モデルとした

ところ，重相関係数は2O°Cでは0.805.30°Cでは0.722に向上した。この場合，快／不快感

への寄与は20°Cでは温冷感の方が，30°Ｃでは湿潤感の方が大きい結果となった。
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　目的　近時、遠赤外線効果を強調した衣料が市場に出回るようになり、その保温性、快
適性が宣伝されている。その効果を確かめるために、セラミックス入りパジャマ着用時の
皮膚血流量、皮膚温、安静時代謝量、水分蒸発量などを測定した。

　方法被験者は健康な女子学生5名で、設定した環境は気温15±reと20±1°Ｃ（気湿は
何れも60±10%）である。実験は綿s叫。ナイロン60%のパジャマとこれに重量比で1%
のセラミックスが加わるパジャマの2種珊の経時的測定、比較である。
　測定器の主なものは。レーザードップラー血流計、サーミスター温度計、人体天秤、呼
気分析器である。

　結　　気温20°の場合には、セラミックス入りパジャマは対照に較べて、全体的に短時間で
畳
流量が増加し、皮膚温力吐昇し、特に末梢部に効果が大であった。気温15°の場合

には、セラミックス入りパジャマは血流量、皮膚温ともに大で、特に足背部に効果力汰で
あった。
　産熱量と水分蒸発量は、何れの気温の場合にも、セラミックス入りパジャマのほうが小
であった。
　以上の結果、セラミックス入りパジャマは保温効果、快適性があると思われる。

225


